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					このページは校正済みです

む。朝臣擧りて平氏を妬（ねた）む。藤原
成親（なりちか）、權大納言を以て法皇の執事となる。重盛、其妹を娶りて子の維盛を生む。又其女を娶りて子の婦とす。成親の子
成經（なりつね）、敎盛の
女（むすめ）を娶る。然して成親、殊に大將と爲るを
希（こひねが）ふ。しかれども得ず。居常
憤々（ふん〳〵）たり。成親即平氏を討たんとす遂に平氏を
滅（ほろぼ）さんことを圖る。乃
西光（さいくわう）と
與（とも）に謀り、行綱
藏人（くらんど）源
行綱（ゆきつな）を饗し、
密（ひそか）に之に語りて曰く、「平氏の專恣なること、
子（し）の目する所なり。吾れ院勅を受けて、
陰（ひそか）に之を圖る。而して未だ
將率（しやうすゐ）を得ず。子は源氏の
胄（ちう）なり。
盍（なん）ぞ我將と爲りて、殊功を成し、顯位を取らざる」と。行綱之を諾す。成親遂に
撿非違使（けびゐし）平
康賴（やすより）、
式部大輔（しきぶのたいふ）藤原
章綱（あきつな）、
前（さきの）近江守源成
雅（まさ）等に結ぶ。又法勝寺の
執行（しゆぎやう）
俊寬（しゆんくわん）に結ばんと欲し、
數（しば〳〵）之に酒を
飮（のま）しめ、姬人をして侍せしめ、因りて間に乘じて之に
說（と）く。鹿谷の會合其
鹿谷（しゝがたに）の別舘に會して事を計るや、宴
酣（たけなは）にして馬
逸（いつ）す。坐者驚き起ち、
誤（あやま）ちて
瓶子（へいし）を
仆（たふ）す。成親曰く、「平氏仆る」と。西光曰く、「
盍（なん）ぞ其首を
梟（けう）せざる」と。康賴進みて曰く、「首を梟するは、撿非違使の任なり」と。瓶を取りて之を柱上に懸く。一坐大に笑ふ。成親因りて策を建てゝ曰く、「
祇園（ぎをん）の祭日、京市
雜沓（ざつたふ）すべし。此時に乘じて火を平氏の第に
縱（はな）ちて、
疾（と）く之を攻めば、以て逞しくすべし」と。乃行綱に布五十匹を
遺（おく）り、諸將の向ふ所を部署す。未だ發せず。
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